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病　院　紹　介
174
昭和63年７月　老人保健施設に22床
を転用し，許可病床
110床となる．
平成５年４月　新築移転により老人
保健施設が竣工．入
所定員82人となる．
平成６年12月　在宅介護支援センタ
ーを開設．
平成10年４月　眼科を設置．
平成11年４月　中町赤十字訪問看護
ステーション開設．
平成11年９月　中町赤十字指定居宅
介護支援事業所開設．
平成13年２月　人工透析を開始．
平成18年９月　病院機能評価認定を
受ける．（Ver.5.0）
平成21年６月　回復期リハビリテー
ション病棟を設置．
稼働病床数を80床と
する．
概　要
所 在 地：兵庫県多可郡多可町中区
岸上280番地
診療科目：内科，外科，婦人科，小
児科，整形外科，眼科，
放射線科，リハビリテー
ション科
病 床 数：一般　110床
稼動病床：80床（一般　50床　回復
期リハビリテーション病
棟　30床）
附帯事業：中町赤十字老人保健施設
（入所定員82人，通所定
員18人），中町赤十字訪問
看護ステーション，中町
赤十字指定居宅介護支援
事業所，多可町中在宅介
護支援センター（多可町
より受託）
病院の特徴
　回復期リハビリテーション病棟，
人工透析，人間ドック，生活習慣病
予防健診，特定健康審査，特定保健
指導，婦人健診（乳がん，子宮がん
施設健診），救急告示病院
終わりに
　岡山大学医学部の関連病院は中四
国に数多くありましたが，各県に１
つの医学部を設置されたことにより
岡山県外の病院からの撤退が昭和50
年頃から始まりました．また平成15
年度の卒後研修制度の改革後には都
市から離れた中小病院からの医師の
撤退が起こっております．当院でも
外科と婦人科教室からは今後派遣が
中止となり，岡山から遠く離れた当
院ではパート医師の派遣もお願いで
きず，非常に厳しい現実に直面しま
した．
　小生は当院に赴任する前にはさぬ
き市民病院（旧大川総合病院）に９
年間在職し，病院の経営を立て直し，
新病院建設の基礎作りができまし
た．第２外科の先輩である砂田先生
や田中先生が学長として在職された
香川医科大学に平成18年度から経営
をお願いした際には，学生時代に面
識のあった香川医科大学の病院長な
どの方々には安心して今後の市民病
院を託することができました．
　しかし，当院の現在（平成22年３
月）の医師のスタッフで岡山大学出
身（医局）の医師は８名中５名です
が，２名は退職する予定で残り３名
の医師は全て67歳以上の高齢者とな
り，当院と岡山大学の関連性は近い
将来なくなりそうです．岡山大学と
疎遠になる２病院で勤務した小生が
岡山医学会雑誌に当院の記録をとど
めることは時の流れではありますが
いささか寂しい気持ちでございます．
平成22年４月受理
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